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2023年から2024年にかけて，黒潮続流が極めて北偏

し，黒潮系水が宮城県沿岸に波及したことにより，例

年よりも高水温となったほか，宮城県初記録となる南

方系の魚類が数多く報告された1-4)。しかし，これらの

魚類のその後の繁殖や定着の状況についてはまだ報告

がない。テンジクダイJaydia lineataは2023年5月に石巻

湾で採集された個体が宮城県初記録として報告された

後1)， 石巻魚市場で少数が水揚げされたり（長岡，未

発表），2024年にも2個体が採集されるなど，断続的に

確認されてきた（石川，未発表）。今回，2025年8月に

マコガレイ稚魚を対象としたソリネット調査を行った

ところ，本種の口内保育個体が採集されたので，繁殖

の証拠を示す記録としてここに報告する。 

 

材料と方法 

2025年8月28日に石巻市佐須浜周辺の1地点

（38°23’41”，141°21’46”）において，宮城県漁業調査

指導船「開洋」により，多項目水質計（JFEアドバンテ

ック社，AAQ-RINKO）による海洋観測を行った後，

水工研II型ソリネット（幅2.0 m，高さ0.3 m，目合5 

mm）を約1ノットの船速で曳網した。 

採集されたテンジクダイは，冷蔵で研究室に持ち帰

り，全長（TL，Total length）をデジタルノギスで0.01 

mm単位で計測した後，耳石を摘出し生殖腺の外観から

性判別した。耳石による年齢査定において，表面法で

は年齢を過小評価する可能性があることから5)，表面法

で年齢を査定した後，精密切断機（BUEHLER社，アイ

ソメットLS）により厚さ0.3 mmの横断薄層切片を作成

し，再度年齢査定を行った。表面法による年齢査定は

Kume et al. 6) に従い，透明帯外縁を年輪とした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 テンジクダイ採集地点の位置図（★）。 

 

結 果 

テンジクダイの採集地点は水深約10 mで，底水温（9 

m）は24.3℃であった。オス1個体（61.59 mm TL），メ

ス1個体（87.90 mm TL），合計2個体が採集され，オス

が発眼卵を口内保育していた（図2）。 

2個体の年齢査定を行ったところ，表面法，横断薄層

切片法共に2本の透明帯が確認され，外側は幅の広い透

明帯であった（図3）。 
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図2 A：口内保育中のテンジクダイ（オス，61.59 mm 

TL）。B：吻周辺の拡大写真。C：口内保育された発眼卵

の拡大写真。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 2025年8月に採集されたテンジクダイ2個体の耳石

の写真。A，B：未切断の耳石表面の写真。C，D：耳石

横断薄層切片の写真。A,Cがオス個体（61.59 mm TL），

B,Dがメス個体（87.90 mm TL）。黒丸が年輪，黒線はス

ケールバー（1 mm）を示す。 

 

考 察 

 本研究では，口内保育中のオスが採集され，テンジ

クダイは宮城県沿岸域で繁殖しているものと考えられ

た。しかし，1回の調査で採集される個体数が少ないこ

とや，石巻魚市場での水揚頻度や水揚げ個体数から見

て，生息している個体数が著しく多いとは言えず，宮

城県海域のみで個体群を維持できているかどうか不明

な状況である。本種の宮城県沿岸域における繁殖や定

着の状況をより詳細に判断するには，今後もソリネッ

ト調査で採集される個体数の増減を記録するととも

に，口内保育個体の出現状況をモニタリングする必要

がある。 

 本研究で採集された2個体は，耳石に2本の年輪が刻

まれており，外側の透明帯の幅が広かったことから，

満2歳の個体であると考えられた。東京湾において，本

種耳石の透明帯は産卵期（6－9月）に形成される年輪

であるとされていることから6,7)，本研究の2個体のふ化

年及び季節は2023年の夏季と推定される。本種が宮城

県で初めて確認されたのは2023年5月であり，すでに成

熟サイズに達した個体も確認されていたことから1），本

研究の2個体が2023－2024年の強勢な黒潮続流により輸

送され北上した個体なのか，2023年に宮城県沿岸域に

北上したテンジクダイから生まれた個体なのかは，判

断できない。 

 本種は，肉質が良く，日本各地で食用として利用さ

れているほか，ヒラメ，マアナゴ，キアンコウ等，肉

食性の水産重要種の重要な餌となっている8)。一方で，

食料資源として利用されず，廃棄されているところも

ある8)。今後，本種が宮城県沿岸に定着し個体数が増え

た場合は，底曳網での漁獲が増えると思われるが，小

型で加工しにくいと思われ，その利用は課題となる可

能性が高い。 

 

要 約 

2023年に宮城県初記録として報告されたテンジクダ

イについて，2025年8月に発眼卵を口内保育しているオ

ス個体を採集した。これは，本種の宮城県沿岸での繁殖

の証拠となる。 
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